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ぱしがき

  咄血を流卜"する液膜の熱・物留移動現象は、吸収器、蒸発器、反応塔などの工業機器で利用

されている屯挫な呪象である。その様なク例莫には表面波が生じ、それが熱・物質移動を著しく

促旭することが川Ilらォ」ている。

  」ぐ仙ノ1"先では、衣Ⅲ波によるガス吸ux巳物質移動り促進の機構を明らかにし、モヂルを楢築

するため、表而波の迎動特性を詳細に調べた。表面波によるガス吸ux促進は、波の運動に強

く依仔するため、披の逆動特挫を調べることは、吸収促進の機構解明に不可欠な事である。

   づ・次几の去冊破を山じさせ、観察したところ、三次元表面波は大変興味深く、かつ豊かな

内容の逆動特ャ小を有する宇がわかった。さらに、・--，様流中におかれた固体の表面上の境界層

中に発達する渦運動と共通する性賓を有することも明らかになり、二次元表面波は、その運

動牛ギ1生についてのみでも重要な--，つの研究テーマとなることが分かった。

  本㍻告吉では、第11阿国際伝熱会議 (慶州市、韓国、1998年)での発表論文および第35 

i円本伝熱シンポジウムC名古屋、1998年)での講演論文を記載する。

  今後は、 :次几表面波の運動特性をより詳細に調べると共に、ガス吸収促進の機構を解明

し、吸収器の没，」・に利Ⅲ"Ⅰ能な液膜のガス吸収のモデルを構築する予定である。
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